
　夏は甲子園やスポーツの1番を決める大会も多い季
節。9月には世界陸上も始まりますね。今日はちょっと
変わった「いちばん」が出てくる本を紹介します。

  「世界でいちばんやかましい
音」世界でいちばんやかましい
ガヤガヤの都に、誰よりもやか
ましいギャオギャオ王子がいま
した。もっとやかましい音が聞
きたい王子のために「世界で
いちばんやかましい音」が贈ら

れることになりました。王子の ６ 歳の誕生日に世界中の
人が同時にどなる計画です。町中にポスターが貼られ、
その話題でもちきりです。ところが、ある一人の女の人
が世界でいちばんやかましい音というのを、聞いてみ
たいと思い、自分だけは声は出さずにいようと考えまし
た。するとその考えが世界中に広まってしまい・・・・・・？
王子へのいちばんやかましい音の贈り物は成功するの
でしょうか？

さて次の１番は？『口ひげが世界をすくう?!』の主人
公、ヨーヨーは物作りが得意なおじいちゃんが大好き。
でも、奥さんが亡くなってから、おじいちゃんは元気が
ありません。なにもせず新聞を読んでばかり。そんなあ
る日、新聞をみていたおじいちゃんが「あっ！」と言って突
然車に乗ってどこかへ出かけました。帰ってきたおじい

ちゃんはブラシやはさみ、クリー
ムなどをたくさん持っています。
なんとおじいちゃんは新聞広告
に出ていた「世界ひげ大会」に出
場しようと考えたのです。元気の
なかったおじいちゃんがイキイ
キとしはじめ、ヨーヨーは心から
応援します。でもおじいちゃんに

はひげが1本もありません！そこで2人はある計画をた
て、あっと驚くいいアイデアで勝負します。さておじい
ちゃんは1番になれるでしょうか？

　さて、次の本はいろいろな
動物の１番がのっています。
「どうぶつなんでも世界一」。
では問題です。１番速い動物
はなんでしょう？そう、チータ
ーが有名ですね。でも実はも
っと速い動物がいます。それ
ははやぶさです。獲物を狙って下降するスピードはなん
と時速360キロ。逆に1番ゆっくりな動物はカサカムナ
メクジで、1キロ進むのに46日半かかるそうです。ほか
にも１番高く飛ぶ動物や、長生きの動物などいろんなナ
ンバーワンがのっていますよ。

  最後は「どんぐりと山猫」という宮沢賢治の絵本です。
ある土曜日の夕方、一郎のもとにおかしなハガキが届
きました。「めんどな裁判」があるから出てほしという内
容です。一人で山猫をたずねていくと、ドングリたちが

「だれがいちばんえらいか」言
い争いをしていました。太って
るの、背の高いの、とがってい
るのが1番、と一歩もゆずら
ず、もう3日も言い争ってい
るのだそうです。どうしたら
いいかと山猫に聞かれた一郎

はあることを答えます。すると3日も続いていた裁判がた
った1分半で片付きました。さて一郎はなにをいったので
しょう。気になる人はぜひ自分の目で確かめてください。
今日紹介したたくさんの1番たち。あなたの「いちば

ん」気になった本はなんでしたか？
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読み取ることができます。たとえ信仰や民俗文化のか
たちは変わっても、小泉八雲が見つめた日本人の精神
性は、今もなお薄れながら息づいているのではないで
しょうか。

小泉八雲の代表的なジャンルである「怪談」は、た

だの怖い話ではなく、人間が自然や異界とどのよう

な距離をとるべきかを教えてくれる寓話のようなも

のです。たとえば「雪女」や「幽霊滝」などの物語で

は、人間が“見えない世界”との約束を破ったとき、

悲劇が訪れるという構造が繰り返し描かれます。こ

れは、人間中心主義への警鐘であり、自然や異界に

対する謙虚さを説くメッセージでもあります。教育

現場においても、こうした「恐れ」や「距離感」の概念

は、子どもたちに想像力や倫理観を育む上での有

効な教材となるでしょう。現代では妖怪や怪談が

ポップカルチャー化して語られる一方で、八雲の原

典にふれることで、その背後にある精神性を再発見

する契機となるはずです。

八雲の文学的成果の背後には、妻・小泉セツの存

在がありました。地元の民話を語り伝え、怪談の素

材を提供し、原稿の推敲まで関わったセツは、まさ

に“共作者”と呼べる存在です。異なる国と文化に育

ったふたりでしたが、互いを深く理解し、信頼と敬意

を土台にした関係を築いていました。八雲はセツの

ことを「世界で一番よきママさん」と呼び、セツも八

雲を「世界一のパパ様」と呼んでいたことからも、愛

情に満ちたやりとりがうかがえます。

短気な八雲が怒りにまかせて書いた手紙を、セツが

そっと投函せず保管していたという逸話もあります。

冷静になった八雲が心配してたずねると、投函されて

いなかったことを知り、「だからママさんに限る」と安

堵したといいます。こうした関係性は、作品づくりのみ

ならず、家庭生活にもにじんでいました。創作の場で

も暮らしの場でも、セツは八雲にとって頼りになりとき

に甘えられる存在だったのです。その姿は、異なる価

値観を越えて心を通わせる“多文化理解”のあり方を、

私たちに静かに示してくれます。

教育者として注目すべきは、八雲が重視した「想像

力」と「五感による観察力」です。彼は16歳で左目の

視力を失い、右目も重度の近視でしたが、その分、

音や匂い、手触りなどを通じて世界を深く感じとる

力を育んでいました。こうした“全身で感じる力”は、

情報過多の現代においても、子どもたちの学びに

不可欠なものです。松江市では「スーパーへるんさ

ん講座」という小学生向けの実践プログラムも展開

されており、「感じる力」「ひらかれた心」を育む試み

が継続しています。教室で八雲の作品を取り上げる

ことは、単なる文学の授業にとどまらず、感性・想像

力・多様性理解を総合的に育てる“人間教育”として

も意義深いものです。見えないものを感じとり、異

なるものに心をひらく その精神は、今を生きる

私たちにも静かに問いかけているのです。

2025年秋に放送予定のNHK朝のドラマ『ばけば

け』では、小泉八雲とセツの出会い、そして怪談を通

じて育まれたふたりの関係性が描かれます。セツの

貧しい少女時代をポジティブかつコミカルに描くこ

とで、朝から元気をもらえる作品になることが期待

されています。多くの困難を乗り越え、前向きに生

きたふたりの姿は、今を生きる私たちにも力を与え

てくれるでしょう。
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